
5　　平成 26.8.

　　
わ
が
国
で
は
、８
月
１
日
を
「
水
の
日
」、

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
水
の
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

◎
し
ま
ば
ら
と
水

　
本
市
は
、
古
く
か
ら
「
水
の
都
」
と
呼

ば
れ
、
市
内
い
た
る
所
か
ら
水
が
湧
き
出

て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
大
切
に
利
用
、
管
理
保
全
さ

れ
て
き
た
本
市
の
水
は
、
昭
和
60
年
に
環

境
庁
か
ら
「
名
水
百
選
」
に
、
平
成
７
年

に
は
国
土
庁
か
ら
「
水
の
郷さ

と
」
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
大
切
な
水
を
未
来
へ

　
市
で
は
、
目
に
見
え
な
い
地
下
水
の
現

状
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
７
年
か
ら
、

市
内
50
か
所
（
白
土
湖
を
除
く
）
の
湧
水

量
を
毎
月
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
日
平
均
の
湧
水
量
は
、
平
成
25
年
が
約

４
万
２
千
ト
ン
、
平
成
７
年
か
ら
平
成
25

年
ま
で
の
平
均
は

約
４
万
５
千
ト
ン

で
、
毎
年
変
動
し

て
お
り
、
湧
水
量

の
推
移
と
年
間
降

水
量
を
み
る
と
、

降
水
量
の
増
減
に

伴
っ
て
変
動
が
見

ら
れ
ま
す
。

◎
地
下
水
保
全
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、「
島
原
市
地
下
水
保
全
要
綱
」

を
制
定
し
、
地
下
水
の
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
限
り
あ
る
自
然
の
恵
み
と
し

て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
ボ

ー
リ
ン
グ
な
ど
で
地
下
水
を
採
取
す
る
人

は
、
次
の
こ
と
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
地
下
水
を
採
取
し
て
い
る
人

・
利
用
し
な
い
地
下
水
の
放
流
停
止
に
努

　
め
て
く
だ
さ
い

・
必
要
最
小
限
度
の
揚
水
量
の
採
取
に
努

　
め
て
く
だ
さ
い

今
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
設
置
す
る
人

・
地
下
水
採
取
の
現
況
把
握
の
た
め
「
地

　
下
水
採
取
計
画
書
」
な
ど
の
届
け
出
を

　
お
願
い
し
ま
す

◎
井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
は
常
に
同
じ
状
態
で
な
く
、
気

象
や
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
水
質

が
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
飲
み
水

と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
年
に
一
回
水
質
検
査
を
受
け
る

・
井
戸
の
回
り
を
点
検
す
る

・
味
や
色
が
変
わ
っ
た
な
ど
お
か
し
い
と

　
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保
健
所
な
ど
へ
連

　
絡
す
る

※
飲
み
水
は
安
全
な
水
道
水
を
利
用
す
る

　
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
班

　
（
☎
�
１
１
１
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線
１
９
４
）

８
月
１
日
は
「
水
の
日
」

島原市自主文化事業・島原文化会館 40周年記念事業

チェコ国立室内管弦楽団パルドゥビツェコンサート in島原
　プラハ在住の国際的指揮者・武藤英明氏をお迎えし、チェコ国立室内楽団パルドゥビツェ
のコンサートを次のとおり開催します。

▶日　時　9 月 28 日（日）14 時開演（13 時 30 分開場）
▶会　場　島原文化会館
▶入場料　全席指定 3000 円（当日 3500 円）
            　８月２日（土）発売開始
▶チケット取扱い
　島原文化会館、島原市有明総合文化会館、 
　ながせや（中堀町店）、横浜屋、島原ショッ
　ピングモールウィルビー、島原市民劇場、
　ローソン各店、セブンイレブン各店
▶問い合わせ先
　社会教育課（☎ 68-5473）または
　島原文化会館（☎ 62-2111）
　※この事業はサマージャンボ宝くじ基金
　　交付金を活用しています


